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東 急 不 動 産 株 式 会 社 

株式会社東急コミュニティー 

東急不動産株式会社（本社：東京都港区、社長：植村 仁）と株式会社東急コミュニティー（本社：東京都世田谷区、

社長：雜賀 克英）は、解体予定の空きビルを利用して、東急不動産のオフィスビルに入居するテナントを対象とした体

験型災害訓練を東京消防庁神田消防署と連携し１１月２５日に実施いたしました。 

東急不動産では東急コミュニティーと連携し、オフィス勤務者用の防災備蓄品を各オフィスビルへ配備するほか、東

急不動産を災害対策本部とする災害時対策マニュアルに基づいた訓練を全オフィスビル同時で実施するなど、災害

時の対策を強化しています。 

 今回は、東急不動産のオフィスビルに勤務する方々に災害時の模擬体験をしていただくことで、防災意識及び災害

対応力の向上を図ることを目的とし、空きビルを利用することで、実際の火を使った消火訓練を行うなど、通常の防災

訓練では体験できない実践的な内容を実施しました。 

 

             煙体験・避難訓練                           実際の火を使った粉末消火器訓練 

◆体験型災害訓練の実施内容 

・煙体験・避難訓練 

室内を煙で満たし、視認性の低い環境下で避難する訓練 

・停電環境下での避難訓練 

廊下を煙で満たし、誘導灯だけの暗い環境下で避難する訓練 

・エレベーター閉じ込め・救助体験 

エレベーターが非常停止し、籠内に閉じ込められた状況を再現し、閉じ込め～通報～救助までの一連の流れを

体験 

・屋内消火栓体験 

実際に消火栓ホースより水を出して、操作方法・放水圧などを体験 

～解体前の空きビルを有効利用～ 

オフィス勤務者対象の体験型災害訓練の実施 



 

 

・粉末消火器訓練 

実際の火を、粉末消火器を使用し消火する訓練、操作方法・噴射状況などを体験 

・AED講習 

心配蘇生法とAEDの操作訓練 

 

東急不動産と東急コミュニティーは、オフィスビルの管理運営スタッフだけではなく、東急不動産のオフィスビルに勤

務する方々とも連携を深め、災害対応力の強化に努めます。また、地域の防災力の向上へも貢献するために、空きビ

ルを消防署の訓練に利用するために開放することなどを検討してまいります。 

 消防署からの講評                       エレベーター閉じ込め・救助体験の様子                              

               屋内消火栓体験                                   停電避難訓練 

 

（参考）空きビルを有効活用した取組み 

２０１５年８月に、東急不動産等が所有している渋谷エリアのオフィス

ビル２棟（新南平台東急ビル、渋谷ＴＯＤビル）を、世界最大級のこども

創作イベント『ワークショップコレクション１１ in シブヤ』のイベント会場

として提供しました。「取り壊し予定のビル」という特徴を活かし、過去に

は実現できなかった床・壁・天井をキャンバスに見立てたワークショッ

プ・プログラムなどを実施しました。 


